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〈 編 集 後 記 〉

やっと春めいてきましたが、酸化物超伝導に関する研究は今が盛りと大変なようで、応用

物理学会では270件 を越える研究発表があったそうです。ことの是非は別として、低温を必

要とする分野が市民権を得たと考えてもよいようで、低温の関係の仕事をしている私として

は喜ば しい限りです。

さて、稔野先生がこの3月 で停年退官されました。脆性試験室の運営に手腕を振るってこ

られたのですが、 「低温脆性試験機室について」という題目で巻頭言を頂きました。それ以

外にも本号は盛 りた くさんで、超伝導の発現機構、フィブリソ重合の磁場の影響、表面の電

子状態、強磁場の量子効果さらにはMQSFETに 応力をかける方法などの記事があります。

ところで、フィブリソの重合の話ではありませんが、生物系に与える磁場の影響はどうな

っているのでしょうか。今後、とのような研究は超伝導を使った強磁場を発生する装置が増

えてくるにつれ重要になってくるのではないでしょうか。実際に、○○エレキバソなるもの

の効果が証明される日も近いかも知れません。はたまた、血のめぐりをよくする装置がでて

きたりするかもわかりません。

数年前に 「低温の将来展望」なるものを若手が中心にまとめたのですが、近年の酸化物超

伝導体の話はでてこず、若手には夢がないといわれました。それに対抗するわけではありま

せんが、風呂の中で一 日の疲れをとりながら、風呂の湯の中で動くマイスナー効果を示す"お

もちゃ"を 夢みると言 うのはどうでしょうか。こんな夢を見ていたのでは、暁を知らない方

が増えてしかたないかも知れませんが。(西 嶋茂宏)
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